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午後１時２９分開会 

○小林ともよ委員長 それでは、定刻前ですが、全

員そろいましたので、エリアデザイン調査特別委

員会を開会いたします。 

 

           ◇            

 

○小林ともよ委員長 まず初めに、私から記録署名

員の指名を行います。 

  工藤委員、おぐら委員、よろしくお願いします。 

 

           ◇            

 

○小林ともよ委員長 それでは、次に、陳情の審査

を議題といたします。 

  ５受理番号２３ 綾瀬小学校内の「わくわくに

こにこ図書の森」を真に地域に開放された場所に

するため旧こども家庭支援センター跡地施設内に

移設拡充させることを求める陳情を単独議題とい

たします。 

  前回は継続審査であります。 

  また、報告事項①綾瀬・北綾瀬エリアデザイン

（綾瀬ゾーン）の取組状況についてが本陳情と関

連しておりますので、併せて執行機関から説明を

求めます。 

○都市建設部長 よろしくお願いいたします。 

  報告資料２ページ、お願いいたします。 

  綾瀬・北綾瀬エリアデザイン（綾瀬ゾーン）の

取組状況についてです。 

  初めに１番、綾瀬駅東口駅前開発でのビル風に

ついてですが、これ前回３月２４日のエリアデザ

インのときに御質疑いただいた件がございました

ので、改めて御報告させていただきます。 

  まず、建物計画なんですが、建物計画時にシミ

ュレーションをしまして、その上で建物の許可を

受けている状況でございますが、今現在工事進ん

でいる中で、風が強い状況になっております。 

その対策としまして、防風植栽の設置、また今後、

この★★につきましては、６月から９月に掛けて

施行を予定してございます。 

  なお、今後の方針でございますが、引き続き風

につきましては事業者に協議をしてまいりまして、

丁寧な対応をさせていただきたいと考えておりま

す。 

  ２番、旧こども家庭支援センター等跡地活用に

係る検討状況でございます。 

  こちらにつきましては、よりよい計画づくりに

向けて、ワークショップの実施を考えてございま

す。また、事業者ヒアリングを行いまして、あわ

せて、本と触れ合える場所等について協議する場

としまして、繰り返しになりますが、ワークショ

ップを実施させていただきたいと思います。 

  ３ページに移りまして、その関係で、公募のス

ケジュールについては若干変更となります。ただ、

オープンの時期につきましては、従前どおり、令

和１１年の秋以降に開設に向けて取り組んでまい

ります。 

  引き続き、４ページでございます。 

  ３番、綾瀬小学校わくわくにこにこ図書の森に

ついてございます。 

  従前のエリアデザインでも御報告しているとお

り、利用状況については記載のとおりでございま

す。 

  また、（２）としまして、令和７年度の運営方

針としまして、現状を記載しておりますが、一部

見直しをさせていただく中で、情報発信の強化で

あったり、５ページになりますが、イベント内容

の見直しを行ってまいりたいと思っております。 

  また、下に令和６年度のイベントの実施状況で

ございますが、記載のとおりでございます。 

  最後、６ページなんですが、一番最後、今後の

方針でございます。 

  先ほどの見直しのことに関して、イベントもそ

うなんですが、サービスについても引き続き検討
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してまいります。 

  私からは以上でございます。よろしくお願いい

たします。 

○小林ともよ委員長 それでは、陳情と報告事項に

ついて、何か質疑はございますか。 

○佐々木まさひこ委員 まず私の方から、このビル

風ですけれども、事業者から１件、ビル風に対す

る苦情があって、これ事業者が対応したというこ

とでございますけれども、この状況をちょっと教

えていただければと思います。 

○まちづくり課長 ビル風についての、強くなって

被害を受けているという情報をいただきまして、

事業者と被害を受けていらっしゃる方、また区も

立ち会わせていただいてお話をさせていただいて、

今詰めているという段階でございます。 

○佐々木まさひこ委員 あれだけの大きな建物がで

きましたので、周辺の風の影響というのは当然あ

るだろうというふうに思います。 

  当然のことながら、そこを防止するために、防

風林というか、風環境を確認しながら植栽を植え

ていって緩和を図るということが今後求められて

いくことだろうとは思うのですが、これまず工事

完了後、風環境、囲いで覆っていますから、風の

通り道も若干違うと思いますので、風環境の確認

は事業者が確実にやっていっていただくというこ

とで、理解でよろしいですか。 

○まちづくり課長 総合設計の段階での、事後の評

価もしていくという形になってございますので、

事業者が確実に行っているということで伺ってい

るところでございます。 

○佐々木まさひこ委員 風の被害というのが、ある

程度の許容、需要限度を超えている場合は、それ

なりの対応をしっかりやっていただくということ

を事業者に要請するということでよろしいですね。 

○まちづくり課長 基本的には許容限度内に収まる

という計画になってございますけれども、もし測

定等をしたときに、実際のところが違ってくると

いうことであれば、その辺のところはまた東京都

も含めて、事業者の方にお願いをしてまいりたい

と考えてございます。 

○佐々木まさひこ委員 よろしくお願いいたします。 

  それから、旧こども家庭支援センターの跡地活

用に関しては、今後、利用者のニーズを把握して

より適切な計画を作成するためにワークショップ

を行っていくという方向性のようですけれども、

実はこの間、すこやかプラザあだちの開所式にも

参加させていただいて、すばらしい施設を拝見さ

せていただいて、いいなあと、西にああいう立派

な施設ができたなと。じゃあ東はどうなんだとい

うふうに、つい思ってしまうのは、もうこれは★

★ところ、御理解いただきたいところでございま

して、この旧こども家庭支援センターの跡地には

もともと保健センターがあって、今、大谷田に移

転している状況でございますので、この保健セン

ターが、こちらには当然戻ってくることになりま

すが、そういった際には、すこやかプラザあだち

まではいかなくても、そういった機能、従来の単

なる保健センターの機能だけではなくて、そうい

った西のすこやか★★、東のそういう、郷土博物

館じゃないですよ、そういったものをしっかり検

討していただきたいなというのは、当然、私の周

りの方々でもそういうふうに、すこやかプラザあ

だちを見ておっしゃる方がたくさん、住民の方で

も出てきましたので、そこら辺もちょっと検討し

ていただきたいと思いますが、いかがでございま

すか。 

  副区長いかがですか。どっちの副区長が。 

○副区長 すこやかができて非常に期待が高まって

いるというのは、私もひしひしと感じています。

通常の保健センターというわけにもいきませんの

で、複合施設になりますので、なるべく期待に応

えられるようにしていきたいと思っています。 

○佐々木まさひこ委員 ありがとうございます。 

○小林ともよ委員長 他に質疑ございますか。 
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○山中ちえ子委員 今日、最後のエリアデザインな

ので、しっかり聞きたいと思っているんですけれ

ども、令和４年７月に綾瀬小学校に地域開放型の

わくわくにこにこ図書の森が開設されて、子ども

と保護者が本と触れ合える場所が実現したという

ことではあるんですけれども、この報告にもある

ように、とても評判がよくて、やっぱり親子連れ

で行きたいと、お友達連れても行きたいというよ

うなことの意見があったりとかするわけなので、

開放型の、お庭にもつながるようなものがやっぱ

り求められているのではないかなあと思います。 

  でも、ここの努力はここの努力でこの図書館の

すばらしさは評価するんですけれども、ニーズに

合ったものということでは、やはり西口高架下空

間の整備にも取り組む、ＳＤＧｓ未来都市として

持続可能なまちを実現するということの要望を私

たち議会としては求めておりますので、ここはそ

ういう形のもの、今後の整備で生かしていってい

ただきたいんですけれども、どうでしょうか。 

○副区長 今のは、西口との関連という。 

○山中ちえ子委員 そうです。全体の。 

○副区長 全体のイメージ。すみません。 

○山中ちえ子委員 全体のところで見えてこない。

ここの綾瀬小学校のニコニコわくわくは、努力し

て、もちろんそこだけの問題ではあるものの、全

体の考え方の中で、先ほど佐々木委員もおっしゃ

ったように、やはり、東の方ではすこやかプラザ

ということの中で、こちらの西の方にもそういっ

たところをということでは同じ方向だと思うので、

図書館も含み、子どもたちや親子連れがお庭に開

放されたようなしっかりとした整備というのも、

ここに位置づけていっていただきたいなというこ

とです。 

○副区長 エリアデザイン計画自体が、面的にやっ

ぱりまちづくりを進めていくというような観点で

やっておりますので、綾瀬の中にどういった施設

が必要なのか、それは各地域の中で共有できるよ

うな形で、今後改めてお示ししていきたいと考え

ております。 

○小林ともよ委員長 ほかに質疑ございますか。 

○おぐら修平委員 このビル風対策なんですけれど

も、ビル風の対策、調べるといろいろな手法が出

てくるのですが、ビルのセットバックとかいろい

ろあるんですけれども、これはもう進んじゃって

いるから現実的でないところで、あとは樹木を植

える以外にフェンスを設置するというのもありま

すけれども、今回樹木を植えていくという、フェ

ンスだったらどうだったのか、またその比較検証、

どういった方法が一番よりベスト、ベターなのか、

その辺の、今回こういう対策に至ったその検証結

果について詳細を教えていただけますでしょうか。 

○まちづくり課長 計画する段階で総合設計制度を

利用しておりますので、東京都とどういう形でビ

ル風対策していくのかというところも、あらかじ

めシミュレーションした上で対策を練ってきてい

ると聞いております。 

  その中で計画として、周囲に当初から７ｍから

１０ｍ程度の植栽を配置をしていくという形で計

画をして、風対策をしていくということで聞いて

いるところでございます。 

○おぐら修平委員 フェンスだとどうだったんでし

ょうか。恐らくこの樹木の方が総合的に判断して

よいという結果でこういう報告になったとは思う

んですけれども。 

○都市建設部長 このシミュレーションなんですが、

実際に模型を作りまして、そこに風を当てた上で

検証しております。ですので、これはたらればの

話になってしまうのですが、防風スクリーンを造

ったことによってまた風の流れとかが変わってき

ていますし、現状としては今現在、工事中の仮囲

いがある関係で少し風の流れも変わっているんで

す。これから仮囲いが外れる、また、今、外壁に

ついては落下防止のネット等も張ってありまして、

建物の形状によって風が軽減されるということの
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シミュレーション結果になっておりますので、い

ずれにしましても６月以降、仮囲い外してまいり

ますので、その上で状況を見つつ、事業者に適切

な対応を求めていきたいと思っております。 

○おぐら修平委員 今の詳細な状況の変化というこ

とで、御説明ありがとうございます。 

  正にそうですよね、これから、確かに今仮囲い

あって、なくなると当然風の状況、風向き変わっ

てきますので、その状況もつぶさに検証しながら

対策、よりベストな、ベターな方法をよろしくお

願いをいたします。要望で結構です。 

○小林ともよ委員長 要望で。 

  それでは、ほかに質疑。 

○中島こういちろう委員 私からも１点だけ、この

風の影響の話なんですけれども、この委員会の中

では、このような形で対応をこういうふうに取っ

ていただくだったりとか状況を把握できるんです

けれども、近隣の方だったり通行者の方に、何か

告知をしていたりするというものはあるのでしょ

うか。 

○都市建設部長 今回の事業の着手前に、近隣とい

いますか、事業説明会を行っております。そうい

う意味では、区民の方全員、地域の方来られたわ

けではないので、情報を提供する場はありました

が、現在のところ、こちらに何か、現地にこうい

う対策をしていますとかという表示はしておりま

せんので、今後、いずれにしても、実際にお声い

ろいろ私ども伺っておりますので、今後はこうい

う対策を取っていきます的なものが何か周知でき

るように、少し工夫していきたいと思います。 

○中島こういちろう委員 是非よろしくお願いしま

す。 

  実際、通行している方々はかなり風が強いとい

うのはもちろん皆さん認識をされていて、私たち

はここの場でいろいろ議論させていただくので把

握しているんですけれども、なかなかそれを私た

ちが全員に伝えることはやっぱり難しいところも

あるので、是非、どういうお伝えの仕方がいいの

かというのは、かなりこれ工夫が必要な話になっ

てくると思いますし、また変化があることなので、

工事のですね、そこも難しい点もあると思うんで

すけれども、是非、今御答弁いただいたように対

応をお願いできれば、これは要望としてお願いい

たします。 

○小林ともよ委員長 ほかに質疑ございますか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○小林ともよ委員長 それでは質疑なしと認めます。 

  次に、各会派から意見を求めます。 

○かねだ正委員 継続でお願いします。 

○佐々木まさひこ委員 継続でお願いします。 

○山中ちえ子委員 こ家センの跡地活用の検討状況

でも、新しくワークショップの努力をしていくと

いったことも報告がありました。なので、これを

見守って、それをしっかりとやっていく、見守っ

て、そして私たちも後ろからしっかり支えられる

ようにしていきたいと思っていますので、継続で

す。 

○おぐら修平委員 継続でお願いします。 

○中島こういちろう委員 継続でお願いします。 

○小林ともよ委員長 これより採決をいたします。 

  本件は、継続審査とすることに御異議ありませ

んか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○小林ともよ委員長 御異議ないと認め、継続審査

と決定いたしました。 

  以下の審査に直接担当でない執行機関の退席を

求めます。 

［執行機関一部退席］ 

 

           ◇            

 

○小林ともよ委員長 次に、報告事項に移ります。 

  陳情の審査で報告のございました①を除く②か

ら⑦まで、以上６件を都市建設部長から報告を願
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います。 

○都市建設部長 引き続きよろしくお願いいたしま

す。 

  報告資料７ページをお願いいたします。 

  綾瀬・北綾瀬エリアデザイン（北綾瀬ゾーン）

の取組状況についてでございます。 

  初めに、北綾瀬駅周辺地区まちづくり協議会の

開催結果でございます。 

  開催日時等は記載のとおりでございます。 

  主な質疑なんですが、大きく４点載せておりま

すが、商業施設の開設等と、あと交通広場に関す

る質疑が主にありました。 

  次いって、８ページでございます。 

  環状七号線改修工事でございますが、４月の１

７日、先週でございますが、切り替えている状況

でございます。 

  現状なんですが、交通誘導員等を配置してござ

いますので、基本的にはスムーズな流れになって

いると私どもは認識しておりますが、今後引き続

き対応してまいります。 

  ９ページでございます。 

  商業施設内の期日前投票所についてなんですが、

こちら予算特別委員会でも御質疑ありましたが、

改めて事業者に確認したところ、スペース的なこ

とも含めてなかなか難しいという回答を得ており

ます。 

  続いて、商業施設の開業時期でございますが、

事前に委員の皆様には情報提供させていただきま

したが、６月の２４日に開業することとなりまし

た。あわせて５番でございますが、交通広場につ

きましては、６月１９日に一般車、タクシー、以

降バスの運行を６月２１日開始する予定でござい

ます。 

  引き続いて、１０ページでございます。 

  六町エリアデザインの取組状況でございます。 

  初めに、こちら六町駅前の区有地でございます

が、エリアデザイン、当委員会でも御報告してお

りますが、なかなか事業の着手の見通しが立たな

い状況でございます。そういった中で、今後の予

定でございますが、今年の夏頃に地元説明会の開

催を予定してございます。 

  次、１１ページでございます。 

  六町いこいの森についてでございますが、こち

ら暫定活用等の取組につきまして、中段にありま

す今後の予定でございますが、敷地内の樹木剪定

であったり看板設置、地元ヒアリング等を行いま

して、令和１１年度以降に一般開放できるように、

着実に進めてまいります。 

  続いて、六町六号公園北側まちづくり用地の利

活用でございます。 

  こちらにつきましては、恐れ入りますが、１２

ページに位置図を付けさせていただいております。

こちら六号公園の北側に約９００平米弱の土地が

ありますが、こちらにつきましては、過去、地元

の皆様には一体的な活用をするということでお話

ししておりますが、幅広く今後の計画をつくるた

めに、事業者の聞き取り、住民説明等を行いまし

て、今年度の１０月までに方針を決定していきた

いと考えております。 

  続いて、１３ページでございます。 

  江北エリアデザインの取組状況でございます。 

  １番としまして、江北駅周辺地区の都市計画変

更に伴うお知らせの配布でございます。 

  ４月下旬以降に、対象となります、下の図にご

ざいますエリアについて配付をさせていただきま

す。いずれにしましても、配りまして、地域の皆

様には丁寧に御説明をしていきたいと考えてござ

います。 

  １４ページでございます。 

  ２番、上沼田第二公園西エリアの改修でござい

ます。 

  現在、上沼田第二公園の東エリアにつきまして

は、令和４年度に改修しておりますが、西側につ

きましても引き続き改修★★。改修に当たりまし
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ては、地域の皆様にアンケートを実施し、その結

果から得られたものを改修案に反映させていただ

くことでございます。 

  今後の予定、１５ページでございますが、令和

８年の４月に一般開放に向けて工事に着手してま

いります。 

  続いて、上沼田東公園東側創出用地でございま

すが、こちらも前回、当委員会で御説明しました

が、再公募を実施させていただきたいと思います。 

  １６ページでございますが、公募のスケジュー

ルでございますが、本年５月に第１回選定委員会

を開催し、今年の１２月までに優先交渉権者の決

定、公表に進めたいと考えてございます。 

  江北エリアは最後ですが、東京女子医科大学附

属足立医療センターのタクシープールへの御意見

についてでございます。 

  現在１社のタクシー事業者しか入れない状況で

ございますが、その状況について改めて実態調査

を区として行うことについて、女子医の方から了

解いただいております。今後、実施に向けて準備

を進めてまいります。 

  なお、１７ページは、先ほどの上沼田第二公園

の改修方針の図でございます。 

  引き続き１９ページ、西新井・梅島エリアデザ

インの取組状況でございます。 

  こちら、はじめに西新井公園周辺地区のまちづ

くりに関して、地区まちづくり計画及び公園基本

構想の説明会を、令和７年３月１０日から１６日

の間に個別の説明会をさせていただきました。 

  主な質疑書いてございますが、こちら地権者、

権利者の方が不安にならないように、区としまし

ても丁寧に対応してまいります。 

  続いて、２０ページでございます。 

  中段にあります西新井公園周辺地区まちづくり

計画及び公園の基本構想の策定を、４月に行わせ

ていただきました。この計画内容に基づきまして、

今後の予定でございますが、都市計画の変更の手

続に入らせていただくとともに、下にありますと

おり、オープンハウス型の説明会を行いまして、

さきの本会議でも御答弁申し上げましたが、地域

の皆様に分かりやすく丁寧な説明に努めてまいり

ます。 

  ２１ページでございます。 

  西新井駅西口のまちづくりでございます。 

  こちらまず、現在西口の南地区の市街地再開発

事業に向けた取組を行っておりますが、それに先

んじまして、アドバイザリー会議を開催させてい

ただきました。この中で出た主な質疑を記載させ

ていただいておりますが、やはり今後、再開発準

備組合等との交渉に当たりましては、こういった

貴重な御意見を踏まえて、よりよい計画づくりに

努めてまいります。 

  こちら、西新井最後でございますが、（３）と

しまして、東武鉄道の状況でございます。 

  現在、継続して様々な検討を行っておるという

ことで、設計で必要な地区計画、足立区条例等に

関する事前相談についても準備をしているという

ふうに東武から報告がございました。 

  続いて、２２ページでございます。 

  竹の塚エリアデザインの取組状況でございます。 

  こちら、まずは竹の塚エリアデザイン計画、エ

リアデザインのまちづくりの基本的な考え方でご

ざいますが、様々皆様から御意見いただきまして、

改めて人中心の駅前空間づくりといった方針を固

めまして、今後、駅前広場整備、ＵＲ団地のスト

ック再生状況を見ながら、具体的なまちづくりに

反映していきたいと思います。 

  次に、ぐるぐる博ｉｎ竹の塚の開催結果でござ

います。 

  出店数及び来場者数は記載のとおりでございま

すが、やはりこういった活動はよいことだという

御意見もいただいているところでございます。 

  ２３ページでございます。 

  竹の塚周辺のエリア都市再生検討会、トップ会
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談の開催結果でございます。 

  先月３月２８日に、足立区、ＵＲ都市機構、東

武鉄道と行いました。主な意見のところで、ポイ

ントとなる点につきましては、イのところ、ＵＲ

竹の塚第三団地の１、２、３号棟と、東武鉄道ビ

ルを含めた範囲で、東口駅前広場の計画を３者で

考えていきたいという認識で一致しておることと、

２４ページでございますが、エに記載のとおり、

令和７年夏頃には東口駅前広場の事業化判断を示

していきたいということで、このような合意を得

たところでございます。 

  今後の予定でございますが、今申し上げたこと

を踏まえまして、東口交通広場の検討を進めてま

いります。 

  続いて、２６ページでございます。 

  千住エリアデザインの取組状況でございます。 

  まず、エリアデザイン基礎調査業務について、

調査ということで、今後、居住者アンケート等を

実施してまいります。 

  次に、千住大川端地区のまちづくりでございま

すが、これにつきましては、ちょっとテクニカル

な話になるのですが、事業者と区とで３者で協定

を結んで、道路整備等に関することを協定を結ん

でおったのですが、２７ページの解除の理由とい

うことで、ちょっと協議が長引いたため、一旦協

定を解除しまして、改めて今年度、事業化に向け

た新たな協定を結びまして、検討着手することと

なりました。 

  続いて、中段の土壌汚染対策に際する★★なん

ですが、今後道路を造るところについて、鉛カド

ミウムの含有量、溶出量が基準超過しておりまし

た。いずれにしても、これにつきましては適切に

処理を対応してまいります。今後の状況について、

改めて当委員会で御説明、御報告することとさせ

ていただきたいと思います。 

  また、下段に足立郵便局敷地買収に伴う日本郵

便株式会社と合意でございますが、土地取得に向

けまして、売買契約について協議を進めていくこ

ととしております。 

  ２８ページでございますが、３の京成関屋・牛

田駅周辺地区のまちづくりでございます。 

  本委員会で請願採択をされたことを受けまして、

基礎的な調査としまして、京成関屋・牛田駅の利

用実態、また周辺の交通状況を把握するための交

通量調査を実施させていただきます。調査日及び

調査内容は記載のとおりでございます。 

  続いて、２９ページでございます。 

  千住大橋駅周辺のまちづくりでございますが、

令和７年３月に、駅前用地につきましては大和ハ

ウス工業株式会社と優先交渉権者として選定させ

ていただきました。引き続き、事業者と協議の上、

改めて説明会を開催して協議を進めてまいります。 

  最後でございますが、北千住駅東口周辺のまち

づくりでございます。 

  こちら、東口周辺地区まちづくり協議会を開催

いたしました。開催日時等は記載のとおりでござ

います。 

  内容等も記載のとおりなんですが、主な質疑と

しまして、やはり電柱の無電柱化であったり、ま

た、再開発の際は、居住している人、商売やって

いる人への対応についてという御質問をいただい

たところでございます。 

  すみません、長くなりましたが、私からは以上

でございます。よろしくお願いいたします。 

［小林ともよ委員長退席］ 

［渡辺ひであき副委員長着席］ 

○渡辺ひであき副委員長 小林ともよ委員長から質

疑をされたいという御要望ございましたので、委

員長席替わっております。 

  どうぞ。 

○小林ともよ委員 千住エリアデザインの取組状況

について質問をしていきたいと思います。 

  まず、居住者アンケート調査を行うということ

ですけれども、この居住者というのは、千住エリ
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アに住んでいる方２，０００名ということでよろ

しいでしょうか。 

○エリアデザイン計画担当課長 報告させていただ

きました居住者アンケートにつきましては、千住

エリアにお住まいの方を対象として無作為抽出で

行う予定でございます。 

○小林ともよ委員 例えば、このアンケートの項目、

最初の千住エリアの評価についてなどを見ますと、

交通の利便性など１１項目について評価をする内

容があります。例えば、不便、低い、悪いなど、

２とか１が、傾向としてこのアンケートによって

多く付いた場合には、それを改善する方向でこれ

からはエリアデザインを考えて、住民の意見を反

映したエリアになるよう最大限に活用していくべ

きと思いますが、いかがですか。 

○エリアデザイン計画担当課長 こちらの評価を踏

まえて、まずは居住者の方の考えている課題とし

て捉えさせていただければと思っております。 

  また、具体的にその結果を踏まえてどうすべき

かというのは、今後の検討課題として取り組んで

まいりたいと思っております。 

○小林ともよ委員 せっかくエリアデザインとして

このアンケート調査を行うわけですから、今住ん

でいる住民の方が納得のいくようなデザインをこ

れからつくっていただければと思います。 

  そして、あと千住大川端の地区まちづくりにつ

いてですが、今回、区有地である牛田堀だった部

分の土壌に基準値を大幅に上回る汚染が見つかっ

たということで、対策費用が増大するという報告

ですが、どのくらい増大するのでしょうか。 

○千住地区まちづくり担当部長 今年度当初予算は、

土壌汚染の対策費として４，０００万円を計上さ

せていただいておりますけれども、これから全体

でどれくらい掛かるのかというところにつきまし

ては、今事業者とともに精査をしておりまして、

総額についてはまだできていないというような状

況でございます。 

○小林ともよ委員 それで、こちらの土壌汚染対策、

ウのところでは、地権者と負担金を協定を締結す

る予定となっていますが、これはどういったこと

でしょうか。 

○千住地区まちづくり担当部長 これから土壌汚染

対策の工事をしていこうとしておりますけれども、

事業者の方は既に道路工事等に入っておりまして、

分割してやるよりも一体的にやった方がいいとい

うことで、区としては負担金をこちらの方からお

渡しする形で工事が進められればということで、

効率的に進めるために、そういうふうにできれば

というふうに考えてございます。 

  負担金につきましては、通常、民間事業者がイ

ンフラを整備するものについては事業者負担なん

ですけれども、区の土地に土壌汚染が出ておりま

すので、通常の工事から上乗せされる土壌汚染の

土壌の対策の工事について負担をしていきたいと

いう考えでございます。 

○小林ともよ委員 本来であれば地権者がやるべき

ことを区が負担をしてあげるというわけですよね。

しかも、わざわざ協定まで結んでやるということ

で、それもまだどれぐらい負担増になるかという

のも分かっていない中でそういったことをやろう

としているわけです。 

  これ区民の税金ですから、地域住民からは、建

物の高さのことや信号機、エリア内を通る道路の

使い方、公共の施設の拡充など様々な意見、要望

出ていますが、現時点ではそれはほぼ解決しない、

要望としてはのまれていないような中で進められ

ようとしているわけです。 

  こういった大きな負担を伴って、この再開発自

体見直すべきだと思いますが、いかがでしょうか。 

○千住地区まちづくり担当部長 今まで説明会です

とかパブリックコメントを行いまして、御意見を

いただきながらやっているというところでござい

まして、大きな流れといたしましては、我々とし

ても推進していきたいということで今考えており
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ます。 

○小林ともよ委員 是非、これ区の負担が大きく掛

かってくるということが予想されるわけですから、

住民の方の意見ちゃんと取り入れられるような開

発を、今後考えていただきたいと思います。 

  あと、北千住東口周辺のまちづくりについてで

すが、地元では今、このエリアの開発が、銭湯の

あるエリアから南側の部分だけ開発するというよ

うなうわさが流れているんですけれども、これに

関してはどうなっているのか、区はつかんでいる

でしょうか。 

○千住地区まちづくり担当部長 我々の方の耳には

そのようなことは情報は入ってきておりませんで、

今ある準備組合の方に、そういう話があるのかど

うかということを確認させていただきましたけれ

ども、準備組合の方もそういう話は初耳だという

ことで、特にそういう情報は入ってきていないと

いう状況でございます。 

  すみません、あと、先ほどの御質問の中身なん

ですけれども、千住大川端地区で事業者が本来や

るべきことを区の方で負担しているということで

したけれども、基本的には、役割分担をして負担

割合を定めてやっているところでございます。事

業者がやるべきことは、整備についてはやってい

ただいていますけれども、特に区有地に対する土

壌汚染が出たということで、これについては区の

方で負担すべきということで考えて行っていると

ころでございます。 

○小林ともよ委員 区の方では、まだそれはつかん

でいないということですね。地権者の方々、反対

している地権者の方もいらっしゃるわけですから、

きちんと区の方でも把握していただきたいと思い

ます。 

  あと、まちづくり連絡会の今回報告が出ており

まして、この中で、工事中の生活再建の対応につ

いて聞かれておりまして、その質問に区は、補償

により一時転居や営業補償するのが一般的だと答

えているわけですけれども、今の時点でどれだけ

補償になるのか。一時転居とありますけれども、

家賃などの問題で、店舗がまた戻って営業できる

保証はないと思いますが、いかがでしょうか。 

○千住地区まちづくり担当部長 これは、事業の中

で地権者様と組合の方でお話ししている内容かと

思いますけれども、通常、例えば転出される方と

か、残られる方でも店舗の仮営業ですとか、仮住

居ですとか、そういうものというのは補償のメニ

ューの中で決まっているので、どういうメニュー

があるのかということはお示しできるということ

でお話しておりますけれども、具体的な金額につ

きましては、どのような営業をしていくのかです

とか、どれくらいの期間仮住まいするのかですと

か、そういうものは、これから事業が煮詰まって

いく中で、権利変換等の中で出ていくものなので、

そこら辺は、分かり次第速やかにお伝えするよう

にということは、組合の方には伝えていきたいと

いうふうに考えております。 

○小林ともよ委員 今おっしゃいました権利変換の

中でということになると、もう既に開発が決まっ

ているという状況で、その時点で、やっぱり私は

反対ですという意思表明したとしても、それは逆

戻りできないということなんだと思うんですね。

開発反対できない状況になって、出て行くか高層

マンションに住むかの選択が迫られるということ

になります。開発に反対する地権者もいる中で、

このまま強引に進めるべきではないと思うんです

ね。また、このような大型開発は、地域住民にと

っても、家賃や固定資産税の値上げにつながるこ

とになります。 

  今、まだ開発の内容が決定したわけではないと

いう中では、今回エリアデザインで実施する住民

アンケートの声を十分に生かしたまちづくりにす

る余地は十分にあるのだと思いますが、いかがで

しょうか。 

○エリアデザイン計画担当課長 今回行うアンケー
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トの方で出てきた内容をしっかり受け止めて、今

後のまちづくりの方を進めていきたいと考えてお

ります。 

○千住地区まちづくり担当部長 アンケートの内容

につきましては、我々の方としても把握いたしま

して、また、いただいた意見につきましては、準

備組合等の方からも、十分地権者の皆様に対処し

ていく必要あるかと思いますので、そこらの意見

については伝えていきたいと考えております。 

○小林ともよ委員 今住んでいる住民が住み続けら

れるまちづくりこそ、今求められております。住

民の意見を生かすまちづくりを是非行っていただ

きたいと思います。 

  以上で質問を終わります。 

［渡辺ひであき副委員長退席］ 

［小林ともよ委員長着席］ 

○小林ともよ委員長 他に質疑はございますか。 

○くじらい実委員 私の方から、竹の塚について３

点ほどお伺いをしたいと思います。 

  最初に、３月１６日に行われたぐるぐる博ｉｎ

竹の塚なんですけれども、こちら私もお伺いさせ

ていただいて、出店の店舗が、今回報告では１６

店舗ということだったのですが、実際お店行って

お話しすると、実際のところは、住所は西新井だ

ったり江北だったりというところもあったかと思

います、中には。これ実際には、竹の塚近隣の店

舗の割合というのがどれくらいあったのかなとい

うのを、まずお伺いしたいのですが。 

○ＳＤＧｓ・協創推進課長 このぐるぐる博ｉｎ竹

の塚、竹の塚とは書いておるのですが、出店内容

としましては、竹の塚、西新井、江北といった、

足立区の西側の人を中心に出店をさせていただき

ました。竹の塚エリアと考えると、４割になって

おります。 

○くじらい実委員 西側という形の、今回選定の仕

方だったと思うんですけれども、実際竹ノ塚の駅

の周辺のお店、ぐるぐる博の後にお伺いしたとき

に、こういうお話はあった、こういうイベントが

あったんですけれども知っていますかとかちょっ

と話したときに、実際知らないよというお店もあ

ったり、話は聞いたけれども出店しなかったとい

うところも当然あったと思うんですけれども。 

  今回西側ということで、１６店舗というところ

も含めて、どういう募集の仕方をされたのかなと

いうのをちょっとお伺いしたいんですけれども。 

○ＳＤＧｓ・協創推進課長 今回は初回ということ

もありまして、竹の塚の地域の方に紹介いただき

ました。 

  具体的には、竹の塚のローカルメディアを運営

されている方や不動産をされている方、あと、ス

ナックＫで来場されたお客さんに御紹介いただき、

その方にお声掛けさせていただきました。 

○くじらい実委員 これ、今回第１回という形だと

私は認識しているんですけれども、今後もし継続

していただけるのであれば、やっぱり１６店舗と

いうところも含めて、今後、近くの竹ノ塚駅周辺

の方も何か声掛けられるようなスキームとかもあ

ったらいいなと思っております。是非ここは、次

回に向けて検討していただければありがたいなと

思います。 

  あと、二つ目なんですけれども、２３ページの

方で、３番に竹ノ塚駅周辺のエリア都市再生検討

会トップ会談の開催結果についてというのがある

のですが、これ今までの過去の経歴見ますと、平

成３１年の２月に第１回のトップ会談というのが、

多分やってらっしゃると思います。今回第６回ぐ

らいになると思うんですけれども、あと、また令

和４年には３者協定も多分結んでいただいている

と思うのですが、今回主な意見というのが出して

いただいて、やっと主な意見というのを出せる状

況になったのかなというのを私も認識をしている

ところなんでございますが、これ当然３者協定と

いうことで、足立区、東武とＵＲと３者が、まち

づくりという部分で進めていただいているところ
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は非常にありがたいと思うんですけれども、あと

やっぱり地域の方の考えというのがここに反映さ

れるのかどうかとか含めても、まちづくり協議会

とかそういうところとの、地域の方々との連携と

いうのは、トップ会談含めて何かうまく入れてい

ただけるということは考えてらっしゃるのでしょ

うか。 

○まちづくり課長 地域の方々というところで、く

じらい委員おっしゃるとおり、まちづくり連絡会

ございます。また、ほかにもいろいろな形で地域

の方々の御意見も伺いながら、具体的な整備です

とか、特に駅前交通広場等については考えていき

たいなというところで思っているとこでございま

す。 

○くじらい実委員 当然、トップ会談で３者でしか

決められない部分もたくさんあるかと思いますけ

れども、地域の声もしっかり受け止めながら進め

ていただきたいと思います。 

  三つ目なんですが、トップ会談の中の主な意見

で、エに、令和７年夏頃には東口駅前広場の事業

化判断を示していきたいということで、先ほども

御報告もありましたけれども、なかなかトップ会

談の意見が分からない中で、今回こういう形で出

ていっていただいたのはすごくありがたいなと思

っております。大きな前進かなと思っております

けれども。 

  今日、エリアデザインとしては、今期としては

最後のエリアデザインになってしまうのかなと思

うので、ちょっと総括的な話になってしまうので

すが、先日、建設委員会でも、竹の塚バリアフリ

ーの地区別計画が令和８年度末までには作成しま

すよという報告があったと思いますし、もともと

竹の塚エリアデザイン計画、延期延期でここまで

来ておりまして、これ総括的な話で結構なんです

けれども、この竹の塚のエリアデザイン計画の今

後の展望についてお伺いしたいのですが。 

○エリアデザイン計画担当課長 竹の塚エリアデザ

イン計画につきましては、エリア内のＵＲの団地、

第一団地ですとか第二団地の動向がまだ見えない

部分がございまして、なかなかエリア全体の計画

というのは、少しまだお示しできる状況ではない

のかなと感じております。 

  ただ、しかしながら、今回駅前のＴＢＯＸ、こ

ちらを含めた３者の共通認識が図れたことなどを

受けまして、今回このエリアデザインのまちづく

りの基本的な考え方をお示しさせていただきまし

た。 

  今後につきましても、引き続き、方向性が見え

てきた段階でその都度お示しして、範囲を広げら

れていければと思っております。 

○くじらい実委員 竹の塚のエリアデザイン計画、

まだ未策定というところの中で、いろいろまちづ

くりを進めていかなきゃいけないところもあると

思いますので、これ最初から追い続けていますけ

れども、地域の声も大切にしていただきながら、

このまちづくり進めていただきたいと思いますの

で、こちら要望でお願いいたします。 

○小林ともよ委員長 他に質疑。 

○山中ちえ子委員 その他でもやるので、竹の塚の

質問、ちょっと短めにやります。 

  それで、竹の塚なんですけれども、前回の３月

で報告があった駅前広場の件で、費用負担協定を

４月１日に結ぶというふうに前回報告されたんで

すね。このことが今回、まだ報告がないんですけ

れども、この３者協議と関連があるのですか。 

○まちづくり課長 トップ会談とは特に直接関係し

てこないところでございますけれども、令和６年

度の費用負担協定については、４月に結ばせてい

ただきました。また、具体的な内容については、

次回以降、また御報告をさせていただきたいとい

うことで考えてございます。 

○山中ちえ子委員 これまで示していただいた協定

では、やはり足立区が全般的に費用を負担すると

いうものだったりということで、住民の思いにか
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なった駅前広場をということでは、やはり区がち

ゃんと意見を言っていけるという立場だと思うの

で、検討はＵＲなのだということの協定の中身も

あるので、ちょっと不安だなというふうに思うん

ですね。 

  ＵＲ団地再生事業の取組では、住宅市街地総合

事業が１年延期したという報告が前回あったんで

すけれども、このことと関係して、今回、協定で

は何か影響があったのでしょうか。 

○都市建設部長 特に影響はございません。 

○山中ちえ子委員 今回、この３者協議の中で、Ｔ

ＢＯＸがやっと出てきたということではすごくよ

かったなというふうに思うんですけれども、一方、

ミントポやぐるぐる博で取り入れた住民の思いが

どういうふうに、この３者協議もそうですし、足

立区の方では、この３者協議、トップ会談で、こ

のような住民の意見などをどう反映していかれた

のでしょうか。 

○都市建設部長 トップ会談につきましては、限ら

れた時間の中で、また、今年度に向けてどのよう

な取組をしていくかということを重点に議論して

まいりました。当然、これから細かい協議をしつ

つ計画づくりしていく中では、先ほど来御答弁し

ているとおり、区だけが決めるものでありません

ので、地域の方々の意見を取り入れながら、でき

ること、できないことはありますけれども、意見

を聞きながら計画づくりを進めてまいります。 

○山中ちえ子委員 やっぱり区が予算を相当分担が

多い中で住民の思いを反映していける、そういっ

た容量というのはあると。だから、ちゃんと住民

の意見をどうトップ会談にも反映していくのかと

ふうに聞いているんですけれども。 

  そうであっても、区だけではありませんからね

というような答弁だったので、やっぱり住民の意

見がそこでしっかりと反映できるということで聞

いたんですけれども、そういう答弁だったので、

何か影響があって、区民のこういった意見が通ら

ないなんていうことがあるということを含めて答

弁したのですか。 

○副区長 トップ会談当日は、最初にぐるぐる博の

状況の映像を流しまして、映像というか写真を流

しまして、地域の人たちがこんな形で竹の塚を考

えているというのを最初にみんなで共有しました。

その上で、地域の方がこれからどうやって竹の塚

に参加をして、そしていいまちをつくっていくか

というような形でトップ会談を行いましたので、

その地域の皆さんの思いというのは、３者の中で

共有できたと思っています。 

○山中ちえ子委員 是非そこで意見が反映できるよ

うに、ミントポはＵＲに任せて、ＵＲが委託事業

者にお願いしているものですけれども、大変そこ

で距離が遠くなって、ミントポのやっているワー

クショップだったり、まちづくりに関してのやっ

ぱり学び、地域と学んでいって、地域がどういう

意見をしてくれるというのを区が働きかけて、そ

ういった意見がちゃんと出るようにしていくとい

ったものだと思うので、しっかりとした、ミント

ポやまちづくりラボといったそういった機能が本

当に反映できるようにしていただきたいなという

ふうに思います。 

  そして、今回のまちづくりの基本的な考え方の

まちの顔づくりというところで整理したという、

２５ページのこの別紙なんですけれども、目的地

となる拠点づくりのところでは、中長期的にとい

った（２）番では、公共施設再編と公民連携の区

有地活用による拠点づくりというふうに言ってい

ますけれども、竹の塚センターは一番足立区内で

老朽化が進んでいるところです。こういったとこ

ろを回遊拠点としての活動拠点だというふうに位

置づけていますけれども、どういうふうに、その

辺がちょっと丁寧に書いていないので、顔づくり

というか、その構想の中での案だから具体的なこ

とは言えないとは思いますけれども、言える範囲

で。 
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○エリアデザイン計画担当課長 今回上げさせてい

ただいています基本的な考え方の中で、目的地と

なる拠点ということで、ウォーカブルを進めてい

く中ではやはり回遊性が必要になってきまして、

その目的地、そちらも用意していく必要があると

考えています。 

  その中で、必ずしも目的地というのは民間だけ

ではなくて公共もなり得るのではないかという考

えは持って、今検討の方を行っている最中でござ

います。 

○小林ともよ委員長 ほかに質疑ございますか。 

○さの智恵子委員 私の方からも何点か質問させて

いただきます。 

  まず、江北の方の公園のアンケートの方からお

聞きをしたいと思うのですが、１５ページの方で

すかね、すみません。１７から、このアンケート

の方も絵入りでアンケートということであったん

ですけれども、実際のアンケート結果が１，０２

８件に対して約８０件ということで７．７％、６

０代、７０代が６割を占めたということですが、

この結果について区はどのようにお考えでしょう

か。 

○パークイノベーション推進課長 今回に限ったこ

とではないんですけれども、前回の委員会でも報

告した六町のときのアンケートもそうだったんで

すけれども、こちらの期待よりやはり低い回収率

だったりというところがございました。ただ今回、

この西エリアに関しましては、もともと安らぎと

いう形でイメージしていましたので、主に回答さ

れた６０代、７０代の方々というのは、ターゲッ

ト層に合っていたかなというような印象を持って

おります。 

○さの智恵子委員 分かりました。 

  そして三つの、体操の健康遊具の中から３点が

決まっておりますが、前回六町のときは、多分こ

の数も何人という形で表示があったかと思うので

すが、今回これが決まりましたとなったんですけ

れども、これは結構大多数の方の意見でこちらの

３遊具に決まったということでしょうか。 

○パークイノベーション推進課長 すみません。申

し訳ございません。手元に細かな数字御用意でき

てなかったんですけれども、やはり多い順でこれ

を選定させていただいております。 

○さの智恵子委員 あと、是非暑さ対策、ちょっと

前回も思ったんですけれども、高齢者の方がこち

らを使って健康遊具、健康にということは大変い

いかと思うんですけれども、今真夏だとかなり暑

くなるということもございますので、先日も行っ

た公園でもかなり暑さが、座った瞬間に暑いとい

う感じもございましたので、その辺、せっかく設

置をして健康になるために使ってもらうのであれ

ば、是非真夏の暑さ対策についても、結構鉄とか

ですと、かなり熱を吸収して暑いかと思いますの

で、その辺も是非配慮をして、使いやすいような

工夫も是非お願いしたいと思いますが、いかがで

しょうか。 

○パークイノベーション推進課長 可能な限り、あ

そこ、西側のエリア、もともとの既存樹木も大き

な木がありますので、木陰になるようなところと

かそういったところ、休憩スペースに関しては、

そちらの方にベンチを置いたりとか配慮はしてい

るんですけれども、今さの委員のおっしゃったよ

うに、遊具自体金属製の暑さ対策までちょっと思

い至ってなかったところもあるかもしれませんの

で、その点に関しては、再度確認してまいりたい

と思っております。 

○さの智恵子委員 分かりました。木陰がなかなか

厳しいのであれば、ちょっとその辺注意喚起をす

るとか、せっかく高齢者の方が元気になろうと思

って使われるわけですから、工夫も是非お願いし

たいと思います。 

  そして、１９ページの西新井・梅島エリアデザ

インの取組でございますが、ちょっと前回の委員

会でも質問させていただいたのですが、こちら西
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新井公園周辺地区まちづくりの個別説明会という

ことで、今回人数も掲載をしていただいておりま

して、２４枠に対して８枠１０名ということでご

ざいました。せっかく２４枠取られておりますが、

この８枠１０名に落ち着いてしまったという状況

についてはどのようにお考えでしょうか。 

○中部地区まちづくり担当課長 今回は御用意した

枠は全部埋まったというわけではないんですけれ

ども、この地区は個別の事情が様々な方、お立場

の方がいらっしゃいますので、このような機会と

いうのは必要であると思っております。 

  今後も引き続きまして、こういった個別に相談

していただく機会を設けていきたいというふうに

考えております。 

○さの智恵子委員 分かりました。継続してやって

いくということですので、周知も含めた工夫とか、

あと時間帯等も、是非参加しやすい工夫等もお願

いしたいと思います。 

  最後に、２１ページの西新井駅西口のまちづく

りということで掲載をしていただいております。

今回アドバイザリー会議も行ったということで、

有識者５名の方が参加をされて、出席をして検討

もされたということでございまして、やはりこち

らの主な意見のアにあるように、事業者や区民と

信頼関係づくりや情報共有を図れるような取組を

していくということでございまして、やはり西新

井、今仮設の駅改札口でございますが、今後どう

なるのかという、本当にそういう質問やお声をた

くさん頂戴しております。 

  その辺、区民の方に、なかなか東武鉄道の方の

情報がないということもございますが、やはり区

民の方にはどう情報発信をすることが大変重要か

と思いますが、その点についてはどのようにお考

えでしょうか。 

○中部地区まちづくり担当課長 ３者の進捗状況が

ばらばらというところがありますけれども、状況

を見極めまして、３者で連携していくということ

は必要になります。 

  あと、情報発信につきましても、適切な時期に、

皆様にしっかりとお知らせいしていくということ

で、今から考えています。 

○かねだ正委員 私も１点だけ、さの委員の今御質

問にありました西新井の西口についてなんですけ

れども、西新井の西口、東武鉄道による駅ビル計

画の動向把握に努めるということで、動向把握、

非常に期待をしています。 

  西新井駅西口における東武鉄道の状況について

のところで、西新井駅西口における将来計画につ

いて、継続して様々な検討を行っておりというふ

うに書いてあるということは、様々な検討、どん

な検討をやっているのだろうというの、少し何と

なくでもいいので、把握しているのかどうか、予

想でもいいので、ちょっとお聞かせいただきたい

んですけれども。 

○都市建設部長 言えないこともあるのですが、そ

れは御了解いただきたいのですが、実際に駅の、

今、さの委員から御質問ありましたとおり、仮設

の階段、エスカレーターはあくまでも仮設という

ことで、これはもう揺るぎない事実であります。

その上で、サンライトマンションも解体が終わり

まして更地になっているところについて、今、聞

いている範囲では、ボリュームの検討をしている

というふうに聞いております。どれぐらいの規模、

高さについて。まだ公表できる段階ではないので

すが、そのボリューム検証するに当たっては、こ

ちらの報告にもありますとおり、条例であったり

規則であったり、いわゆる建築基準法、都市計画

法の関係もございますので、どれだけできるかと

いうことの調査をしているということ、また改め

て、プラスなんですが、これから具体的には、区

の方に、区の関係部署に事前調査等を行いながら、

ボリューム検証していくというところまでは確認

しております。 

○かねだ正委員 ボリューム検証、どのぐらいの大



• 正式な会議録が作成されるまでの暫定的なものであり、今後修正されることがあります。  

• 音声認識システムで認識できなかった発言等は「★」で表示しています。  

• 「★」の数は発言の文字数を表しているものではありません。 

 １５  

 

きな建物になるかという、そういうことぐらいな

のかなというふうに思うんですけれども、これど

うなんでしょう。ざっくりでも構わないんですけ

れども、スケジュール感的には、今後どのように

動いていくのかなというところもちょっと知りた

いなと思うんですけれども、それについて、分か

る範囲で結構ですよ。分かる範囲で教えてもらえ

たら。 

○都市建設部長 私どもも、その点が非常に気にな

っております。 

  社会情勢見ますと、一例で言いますと、中野サ

ンプラザのように計画が白紙になってしまうとい

うこういう状況下でありますので、東武鉄道に、

ぶっちゃけどうなんですかという投げ掛けしまし

たら、時間が掛かるかもしれないですけれども、

西新井については計画的にものを進めていきたい

というお言葉いただいておりますので、少し時間

掛かるかもしれませんし、いざ何年にしゅん工と

いうことはまだ言えないんですけれども、事業を

止めることは考えてないというふうに聞いており

ます。 

○かねだ正委員 これから徐々に徐々に進めていく

しか方法としては、着々にということで、東武鉄

道の計画をバックアップしていくような形でやっ

ていくということなんでしょうけれども、先ほど

さの委員からも、地域の方からいろいろな御意見、

質問がというお話ありましたけれども、本当に地

域の方は気になっています。西新井の西口の状況

を見れば、これからどうなるんだろうという期待

と不安、不安も大きいですね、かなり不安持って

いる方もいらっしゃるので、一説には、一時期な

んかは、西新井駅移動するんだ、移動するんじゃ

ないかみたいなそういう風評、そういうお話も出

てしまうような部分もあったぐらいなので、ある

程度のところで、こんなものができるんですとい

う発表ができることをまず一つ大きな目安に、区

民の方にやはりお知らせできるということが一つ

の大きな目標というふうに区として置いていただ

いて、東武鉄道と協力して進めていっていただき

たいと、これは要望しておきます、改めて。 

○小林ともよ委員長 他に質疑。 

○中島こういちろう委員 私からは１点だけ、千住

エリアのエリアデザインの大川端地区のまちづく

りに関してです。 

  先ほど御報告や先ほどの議論の中でも、新たな

土壌汚染が見付かり、対策費が、調査結果により

費用の見込みが増えると、可能性があるという話

でございました。 

  担当部長の方から、事業者と区の役割分担の話

がありまして、これどのような役割分担なのか、

役割分担というの、先ほど御説明あったと思うん

ですけれども、改めてそこの部分をお願いしても

いいでしょうか。 

○千住地区まちづくり担当部長 土壌汚染に関する

役割分担ということでしょうか。 

  牛田堀のところにつきましては区有地なので、

ごめんなさい、千住大川端地区のＡ工区に道路が

新しく造られていますけれども、その道路の下の

部分といいますか、インフラの部分につきまして

は、事業者が建物を建てて使うということなので、

それについては事業者の負担。ただ、将来区道に

なりますので、表層の整備につきまして、設計に

ついては区の方で設計をしてやっていきたいとい

うふうに考えているところで、これからインフラ

の工事をしていくに当たりまして、事業者が掘り

起こして管を埋めていくわけですけれども、その

工事については、基本的に事業者負担なんですが、

汚染土壌が出てしまったので、その汚染土につい

ては区の負担で処理をしていきたい。汚染土につ

いては、何でしょうか、掘ったときに、通常の健

全な土を処理するお金は出てくると思うんですけ

れども、それに対して、汚染土壌についてはちょ

っと高い金額でそれを処理することになる、その

差額を負担していこうということで、それが想定
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では４，０００万円だったということで、令和７

年度当初予算にその４，０００万円を計上させて

いただいております。 

  令和７年３月に土壌汚染の結果が改めて出たと

きに、我々が想定していた低濃度の汚染だけでは

なくて、高濃度の汚染と第二溶出量を超えるとい

う汚染土壌の箇所が見付かったので、それをこれ

から対策していかなければいけないというところ

で、それについては４，０００万円ではとても足

らないので、その対策費用が増えていきそうだと

いうところでございます。それを今、精査してい

るというところです。 

○中島こういちろう委員 ありがとうございます。 

  まま説明いろいろいただきましたけれども、あ

れですよね、ということは、地権者の方々のため

に何か税金をしてやるとかという話ではなく、最

初からルールに基づいて、載っていることに対し

て足立区としては対応いただいている、そういう

認識でいいのでしょうか。 

○千住地区まちづくり担当課長 そのように考えて

ございます。 

○中島こういちろう委員 そうすると、このような

開発は一定数費用も発生することだとは思います。

ただ、今回の大川端もそうなんですけれども、例

えば担税力がある方が新しくこのまちに来ること

であったり、今回、その他に★★にも、大川端の

開発が進んでいくと、区としてはどんな影響が出

てくるのでしょうか。 

○千住地区まちづくり担当部長 今、中島委員おっ

しゃられたとおり、担税力という意味では２，１

００戸の住宅ができていくということなので、か

なりの税収が見込めるだろうというところでござ

います。 

  あと、今まで閉塞したところで人もなかなか立

ち入れなかったところですけれども、この開発が

行われることで、そこら辺がオープンになってい

くというところと、水害の対策といたしましては

隅田川のスーパー堤防ができるということで、シ

テヌーブの方から一連の工事ができるというとこ

ろ。あと、それに伴って下水道の工事もしており

ますので、そういう内水対策もしていけるのでは

ないかというところ。あと、スーパー堤防ができ

ることによりまして、開発者の計画の中では真ん

中の部分にかなり広い広場ができますので、そこ

ら辺が今度地震のときの一時避難所になるとかと

いうことで、かなり担税力の面ですとか防災の面

ですとか、そういうもので寄与する計画になって

いるのではないかなというふうに考えてございま

す。 

○中島こういちろう委員 そうですよね、スーパー

堤防の話、今いただきましたし、担税力だけでは

なく、地域、そこに住む方々、新しく住む方もそ

うですし、今まで近隣に住んでいた方もいろいろ

な変化があると。 

  これ私、住民の方には、開発に賛成の方も反対

の方も一定、様々いらっしゃるというふうに私も

思います。ただ、今回の大川端をこの契機に、近

隣住民の方からは、町会・自治会をはじめですけ

れども、この京成関屋と牛田駅周辺のまちづくり

が進むことを請願として上げられていると。大川

端もしっかりそこのトラブルがないように、工事

だったりしっかり進めていただきたいんですけれ

ども、住民の方々がこの請願が上がっているとい

うことで、ここの関屋や牛田のまちづくりをしっ

かり進めていただく必要がやはりあるというふう

に思うんですけれども、いかがでしょうか。 

○千住地区まちづくり担当部長 千住大川端地区と

いうのは広い範囲でございまして、今、東京製鐵

ですとかがあったところはＡ工区というお話させ

ていただきましたけれども、牛田関屋のところは

主要工区のＢ工区という位置づけにもなっており

まして、やはりまちづくりを進めていくべき箇所

だなという認識はしております。 

  ただ、なかなかちょっと今進められないのは、
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いろいろ都市計画道路の設定ですとかそういうも

のが難しいところがございまして、あと鉄道事業

者の方がどう考えているのかということもござい

ます。なので、ここにもありますとおり、まずは

いろいろ状況を把握していく必要があるだろうと

いうことで調査に入りまして、あとは東京都も含

めて鉄道事業者と勉強会をしながら、課題を抽出

して対処していければというふうに考えてござい

ます。 

○中島こういちろう委員 是非、この大川端はじめ、

京成関屋・牛田のところもそうなんですけれども、

細かく、進捗状況であったりとかこの議論のとこ

ろを住民の方にお伝えいただきながら、住んでい

らっしゃる方が安心で納得いただけるような進め

方をしていただきたいなというふうに思います。

これ要望でお願いいたします。 

○渡辺ひであき委員 私も何点か、質疑をさせてい

ただきたいというふうに思います。 

  まず、千住の３丁目、空き家が今増えているの

をどのように区では把握をされているでしょうか。 

○千住地区まちづくり担当部長 不動産会社が買上

げをしているというようなことの情報は少し耳に

入りまして、その会社がどのような箇所をお持ち

なのかということは登記等で確認はしているとこ

ろでございます。 

○渡辺ひであき委員 前職の課長には私伝えて、注

意喚起をしてほしいということをお伝えしました。

事業者に連絡をしていただいて対策を考えるとい

うことでございましたが、その後報告がございま

せんので、是非対応していただきたいというふう

に思います。 

  というのは、マルイがあって西側の千住３丁目

ですけれども、３丁目にとっては東側になります

が、私も歩いてみました。随分空き家があって、

人が住まないとやっぱり家は劣化をしていきます

から、駅前の★★土地ということもあって、これ

あまりよろしくないような環境になっていると思

っています。 

  したがって、事業者の計画がどうなっているの

かは別にして、今なお住んでらっしゃる方々にと

っては、災害が起きてしまったらどうしようとか、

火災が起きてしまったらどうしようと、こういう

ことがありますので、是非留意をしていただきた

いというふうに思いますが、それについて区の見

解を求めたいと思います。 

○千住地区まちづくり担当部長 今、改めてお話も

いただきましたので、しっかり状況を確認してい

きたいと考えてございます。 

○渡辺ひであき委員 次に、千住大橋の周辺の開発

のことであります。 

  ようやく駅前の土地も、どういうふうに使って

いくかということで話が進んでいるのはとてもよ

いことだなというふうに思いますけれども、随分

時間が掛かったなあという現実もございます。 

  あと、一方で、ニッピの開発部門の建てている

マンションも随分高く見えてきまして、もう間も

なくしゅん工するんだろうなというふうな形まで

来ましたけれども、実はあの周辺の開発には随分

長い間ニッピに御迷惑を掛けて、御協力があって

開発が進んできたというふうに思いますが、その

ことについての認識もお伺いしたいと思います。 

○都市建設部長 私ごとで恐縮ですが、千住大橋の

まちづくりの初期の段階で、私どもまちづくりと

いうことで入ってまいりました。そのときは、ニ

ッピもなかなか会社の状況が思わしくなかったと

ころなんですけれども、結果的には、地域の皆様、

事業者であるニッピの協力を得ながら、ここまで

来られたということは私もよいことだと考えてお

ります。 

○渡辺ひであき委員 いろいろな区の職員の方々が

歴代関わってこられたというふうに思いますけれ

ども、その中でいろいろな約束事があるように伺

っております。例えば、さっきシテヌーブからニ

ッピの間までというか、千住大橋までの★★
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(01:14:07)、遊歩道になるかどうかということも

ありますけれども、そこに、何ていうかな、明か

りを、ライトを付けてほしいと約束をしたのが一

旦ほごになってしまったとか、そんなことを職員

の方から、職員というのはニッピの職員の方から

聞いたことがございますが、そうしたことの約束

事は、今継続してニッピと足立区ができているの

かどうかお伺いしておきたいと思います。 

○都市建設部長 ニッピとの関係性でいいますと、

今渡辺委員お話あったとおり、スーパー堤防の整

備も当然協力してやっていくということがありま

した。 

  テラスの照明についてなんですが、確かに暗い

というお話があります。これは事業者側ができる

話ではないので、こちらにつきましては、東京都

及び区としても、きちんと当初計画していたお約

束したことについては実現できるように頑張って

まいります。 

○渡辺ひであき委員 正直言って、隅田川を挟んで

荒川区側のいわゆる町並みというか様子は、桜並

木ができていたり、憩いの場になって、汐入公園

続いていって立派にできているなというふうに思

うんですね。足立区も負けるわけにいきませんの

で、是非それについては御尽力を賜りたいという

ふうに思いますので、よろしくお願いをいたしま

す。 

  最後に、大川端のことについて、今中島委員か

らも質疑がございましたけれども、やっと交通量

調査を、５月の１３日と１８日に行うと今聞きま

した。となると、そのことをやらないで今までの

答弁は何だったのかなという疑問が沸くわけです

けれども、いかがですか。 

○千住地区まちづくり担当部長 今までは、職員の

目視ですとか、あと鉄道会社からのヒアリングで、

鉄道会社としては問題がないということを聞いて

いるので、聞いた内容を御答弁させていただてい

たというところですけれども、改めてしっかり自

分たちの手で調べなければいけないというところ

に立ち返りまして、勉強会を開催させていただい

た中では、鉄道事業者も快く、何でしょう、了解

をしていただきましたので、改めて調査をしなが

ら、実態をしっかり把握をして勉強会に生かして

いきたいというふうに考えてございます。 

○渡辺ひであき委員 何が申し上げたいかというと、

新田のときに随分いろいろ、行政需要も含めてい

ろいろなことがあったわけであります。このこと

については予算特別委員会において質疑をしまし

たのでこれ以上は申し上げませんけれども、そう

したことを含めて、あんまり断定的な、断定的な

答弁というのは難しい、後で覆すようなことがな

いようにしていただきたいという意味で申し上げ

させていただきました。 

  それから、土壌汚染の話がございました。この

ことについては、これまでしばらく、学校を例え

ば建て替える、どこかを工事する、この都度都度

で土壌汚染のことによって増額補正をしなければ

いけないという現状がございました。そういう意

味でいうと、規模感の中で、その予算の差額につ

いては少し多めに見積もってみるということも必

要なのではないかというふうに思います。つまり、

増額補正を組むより減額補正する方が予算の運用

上も大変重要になってくるんだというふうに感じ

ておりますが、いかがですか。 

○副区長 そういう考え方もあると思います。 

  ただ、やっぱり最小のコストで最大の効果を出

すという行政の原則がありますので、やっぱりな

かなか少し多めにというのは厳しい部分もあるか

なと思います。 

○渡辺ひであき委員 そうですね。そういう答弁が

出てくれるのは当然のことでございますけれども、

私たちも、区民の皆さん、先ほど各委員からもあ

ったように、土壌汚染が出るたびに、いや、これ

また区民の税金がたくさん使われるんだなという

質疑をしていかざるを得ないという意味も含めて、
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そのあんばいは難しいところだというふうに思い

ますが、是非御配慮もよろしくお願いをいたしま

す。 

  それから、京成の架け替えのこともありまして、

これも前回も質疑しましたけれども、あそこのガ

ード、墨堤通り沿いの京成のガードなんですけれ

ども、たまにトラックが挟まってしまうんですね。

２年に１回ぐらいですけれども、挟まってしまう。

これカーブになっていて、そこで加速するから傾

くんですね。だから、トラック自体の車高では大

丈夫なんですけれども、傾いたときにがさっと入

ってしまうということが起きます。中島委員も多

分見たことがあるというふうに思いますけれども、

これは手前で注意喚起されているところはないん

ですよ。その都度やっぱり、２年に１回ぐらいだ

けれども、非常に危険、これは非常に危険なこと

があります。 

  私、ですから、それは京成が必要なのか、それ

とも警察との協議が必要なのか分かりませんけれ

ども、そのことについても対応していただきたい

というふうに思いますが、いかがですか。 

○都市建設部長 今いただいた御意見につきまして

は、関係部署と情報共有と、何ができるかについ

て、何か方向性が見えましたら、改めて当委員会

でも御説明したいと思います。 

○渡辺ひであき委員 最後に。先ほど中島委員から、

千住関屋・牛田周辺のまちづくりの話がありまし

た。直近で対応していただきたいのは、プチテラ

スであります。あそこにプチテラスありますけれ

ども、大変汚れています。駅周辺の環境としては

よろしくないなというふうに思いますが、そのこ

とについては、区はどのように把握してどう対応

しようとしているか。しようとしているのか、し

てないのかも含めて答弁を求めたいと思います。 

○パークイノベーション推進課長 正直、私の部署

では、現状としては把握してないところがござい

ます。維持部署の方に、改めて状況確認と、あと

清掃の徹底とか、そういった点について話をして

いきたいと考えております。 

○佐々木まさひこ委員 それでは私の方から、北綾

瀬ゾーンの取組状況についてお伺いをいたします。 

  北綾瀬駅高架下の通行経路、切替えが行われま

した。４月１７日でございますけれども、駅前広

場への右折路線をつくるために、約１３ｍ幅があ

った横断歩道を５.３ｍにかなり縮小、幅を狭め

た形になりました。 

  ここでも説明がありますけれども、７時半、７

時４０分ぐらい、多くの人がこの狭まった横断歩

道を渡っている。行政の勝田課長もお見えになっ

ておられましたけれども、木曜日毎朝ここ立って

いますので、つぶさに見ておりましたけれども、

約３名の交通誘導員と、それから警察官の方が２

名、３名、交通誘導員も、自転車を降りて渡って

くださいという声掛けも盛んにやっておりました

し、警察官も立っておりましたので、初日に関し

ては大きな混乱はなかったなというふうに私も思

います。 

  ただ、警察官が立っていても、ぎちぎちになっ

た横断歩道の脇を自転車乗って走り抜けていくよ

うな人、警察官が注意しても乗って通り過ぎてい

く人は現実にいる、１割２割はいらっしゃるかな

という感じがしました。 

  危険なのは、何ていうんですかね、横断歩道幅

いっぱい人が混み合っている状況の中で、あそこ

を自転車に乗って駆け抜けていこうとはとても思

われません。できないです、物理的に。ただ、あ

る程度人が渡り終わって、そして信号が赤になり

かけ、そういうようなときに、人がいない、まば

らに人が通っている状況の中で、自転車が走り逃

げていこうとすると交錯しそうだなという感じが

しました。 

  事故はえてしてそういうものだろうなというふ

うに思うのですが、これ今日も、昨日か、昨日木

曜日でしたから私立ちましたけれども、警察の人
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いないなと思いましたら、８時ぐらいになって白

バイの隊員の人が、そこの女性の人降りなさいみ

たいな感じで８時過ぎからやっていました。警察

の人もある程度はやってくれているんだろうなあ

とは思うのですが、これ配置しないといつか事故

が起こるな、人がいないとそういう状況が発生し

そうだなという思いがするのですが。 

  そこら辺、これ開業後は三井不動産が一定期間

配置するというふうになっていますが、一定期間

ってどのぐらいまででしょうか。 

○道路整備課長 三井不動産の一定期間というとこ

ろは、まだ警察と三井不動産の方で協議をしてい

るということで、具体的には明らかになってない

ですけれども、おおむね聞いていますのは、直近

で、三井不動産の方でららテラスを晴海の方に整

備したというときは、大体１週間とか２週間ぐら

いでピークの交通が落ちついたということを言っ

ておりますので、あまり長い期間ではないのを想

定しながら協議をしているというようなことを聞

いております。 

○佐々木まさひこ委員 その程度ですとどうなんだ

ろうなというふうには思うのと、基本歩行者と自

転車の動線を本当は分けたいなとは思うのです。 

  ですから、横断歩道に自転車専用の通行帯がで

きるのかどうかは分かりませんけれども、それは

何か思い切り首振っている部長がいますけれども、

そういったことは警察は協議はされているのでし

ょうか。 

○道路整備課長 今、佐々木委員の御発言の点は、

その具体例は協議はしておりませんけれども、や

はり先ほど現在の状況と今後の見通しは佐々木委

員の御発言のとおりかと思いますので、今後状況

を見ながら、全部、開業後は商業施設の車が原因

でしょうというようなことは言わずに、区の方も

問題があれば、何か警察と協議をしながら対応し

ていくという姿勢で、まずは、今後も交通の状況

がどんどん変わっていきますので、その状況を見

定めつつ、必要な対応をしていきたいというふう

に考えております。 

○佐々木まさひこ委員 それは、基本的に交通誘導

員の配置以外の、いわゆる物理的な何らかの措置

というようなことも検討課題には入っているので

しょうか。 

○道路整備課長 物理的なところですぐ思い付くの

は、例えば路面に、待つところというんですか、

横断歩道部分は難しいとは思うのですが、路面に

何か表示したり看板を設置したりということは想

像できるんですけれども、やはりあそこは都道の

環状七号線なので、東京都との協議も出てきます

ので、まずは対策が必要なのかの見極めと、その

必要性があれば、具体的な案を関係者と協議しな

がら、できることをやっていければというふうに

考えております。 

 ○佐々木まさひこ委員 事故が起こってからでは

遅いというふうに思いますので、多分、その状況

の中では、必ず何らかの接触事故というのは起こ

りそうだなというふうに私は予測しますので、今

後ともその状況、私も毎週見ていますので、それ

を確認しながら、また提案させていただきたいと

思いますので、よろしくお願いします。 

  以上でございます。 

○小林ともよ委員長 他に質疑ございますか。 

○おぐら修平委員 私から、まず西新井駅の西口の

まちづくりで、２１ページのところになりますが、

これは先ほどかねだ委員も質疑されました。私も

全く同じで、冒頭の報告資料の中にも、西新井駅

西口は東武鉄道による駅ビル計画の動向把握に努

めるということでありますが、私も何度かこのエ

リアデザインの場で、やはりこの駅ビルが取り壊

されて仮囲いになって、じゃあいつ駅ビルできる

のか、どういうふうになるのかがやっぱり分から

ないということが、最初は何か、新しくなって期

待から、分からないことが不安だったり不満だっ

たり、だんだんだんだん心理的にも、分からない
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ことがそういう、何でしょう、ネガティブな感情

になってしまうのではないかということで、途中

経過でも、何かあそこの仮囲いところに、今こう

いうふうに駅ビルの整備計画進めていますという

ことで、何か掲示できないでしょうかということ

を何度かこの委員会で提案させていただいたとこ

ろですけれども。 

  もうざっくりでいいんです。例えば、令和１０

年頃から駅ビルの建設を始める予定ですだとか何

かそういうところでも、令和１０年頃から令和１

３年頃ですとか、もうざっくりでもいいんです。

完成するのは何年頃ですとか、それに向けて今い

ろいろ計画しています。もう本当ざっくりしたも

のだけでも、何か駅利用者の皆さんにお示しでき

ないかと思うんですけれども、いかがでしょうか。

部長が今、頭抱えてらっしゃいますが。 

○都市建設部長 今、おぐら委員はじめ様々な御意

見いただいております。私も、早く皆様にお伝え

することが１番だと思っております。 

  それに向けてなんですが、はっきり言い訳がま

しいのですが、実は東武鉄道とは本当に定期的に

情報交換をしていて、その中から何かが引き出せ

ないかというふうに取り組んでいるところでござ

います。いま一度、東武鉄道とも改めてお話をし

て、今おぐら委員のお話にあった、薄い話かもし

れないけれども、先の見通しが出るようなことを

少し引き出していきたいと思います。 

○おぐら修平委員 例えば、駅ビルのあそこの仮囲

いの中の工事、４月からちょっと工事の状況が変

わって、そこの中で今、バスの運転士さんとかこ

の関連で従事する方たちが仮設トイレが使えなく

なるということで、組合を通じて要望いただいた

りとかしていたのですが、それも結局、工事の状

況が伸びているので、引き続き使えるようになっ

たということで報告もいただいたのですが。そう

いったこともそうですし、あと、以前このエリア

デザインでも要望させていただきました。これ都

営バスに限らないんですけれども、都営バスでも

定期を販売したりだとか、あとはバスとかその関

連、職員の皆様の待機場所だったり、あとは、今

だとパサージュの中のところに別で何か事務所を

借りて、パソコンで、ネットでバスの運行管理を

やっているということで、あとはその中、トイレ

ですね、そういった場所もあそこの東武鉄道、ま

たその周辺のところでどこか確保できないかとい

うことを要望もさせていただきましたが、そうい

ったことも含め、改めて東武鉄道とも協議をしな

がら、この駅ビルの計画について、ざっくりでい

いんです。そこを是非お示しできるように努力を

お願いしたいと思いますが、再度ちょっと同じよ

うな話になりますが、いかがでしょうか。 

○都市建設部長 なかなか産みの苦しみではないの

ですが、やはり今おぐら委員お話あったとおり、

東武鉄道もそうですし、先ほどの御報告でありま

した西口の南街区の再開発の動向もございます。

おぐら委員から御指摘いただいたことは常に私ど

も頭に入れて交渉に当たっていきたいと思います。 

  ですので、当然そういったまちの課題を解決す

る絶好のチャンスでありますので、やはり機を捉

えて計画に反映していきたいと思います。 

○おぐら修平委員 具体的にお示しできないつらさ

というのは分かったんですけれども、やっぱり地

域の皆さんも期待していることですので、よろし

くお願いをいたします。 

  続いて、２６ページの千住エリアデザインの取

組について、千住エリアデザインの基礎調査業務

委託における調査についてということで、無作為

抽出での２，０００名の区民への郵送ということ

で今回このお示しをされました。 

  私も、いろいろな今後の新たなまちづくりだっ

たり区民の動向、ニーズを探るのに、またこの区

民参画に向けての手法として無作為抽出というこ

と、いろいろな場面で提案をさせていただいて、

正にこれがこう、何でしょう、ふだん行政と接点
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ない方のリアルな意見を聞けるすごいいい機会だ

と思いまして、非常にこれ期待しています。あと、

そこから更に深掘りして、民間企業でもいろいろ

な市場調査やったり商品開発をやったりするとき

も、こういう一般的な、最近だとネットアンケー

ト調査みたいなのありますけれども、モニタリン

グで直接いろいろな属性の方々に集まっていただ

いて、グループワーク、グループディスカッショ

ンをして、なかなかこのアンケート調査の結果に

見えない行間を読み解くというんですかね。リア

ルな、いろいろな属性の方々の、世代の方々の声

を聞くというのをやっているのです。私も是非、

こういったこの無作為抽出の今回アンケートを郵

送するということですけれども、例えばそのアン

ケート回答いただいた方にいろいろな属性、また

それぞれの地域、いろいろな方々を集めて、直接

そういうグループディスカッション、また直接ヒ

アリングするような機会ができれば、より一層深

掘りができてよいのではないかと思うんですけれ

ども、そういった、どうでしょう、直接のモニタ

リングというのはいかがでしょうか。 

○エリアデザイン計画担当課長 今年度のこちらの

基礎調査委託の中では、そこまで回答いただいた

方をお呼びしてヒアリングというところまでは行

っていく予定はございませんが、まず、今回この

アンケートを行って、その回答を見させていただ

いて、より自分たちも、具体的な住んでいる方し

かなかなか見えない部分というのもお聞きしたい

と思っていますので、この次の段階というところ

で、少し検討素材としてさせていただければと思

います。 

○おぐら修平委員 是非是非よろしくお願いいたし

ます。要望で結構です。 

  以上です。 

○小林ともよ委員長 何質疑ございますか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○小林ともよ委員長 質疑なしと認めます。 

 

           ◇            

 

○小林ともよ委員長 次に、その他に入ります。 

  何かございますか。 

○山中ちえ子委員 エリアが今日で最後ということ

なので、エリアデザインということで調査特別や

ってきたわけですけれども、まちの特徴や魅力や、

求めるべき将来像などを描いて広く発信するとい

うことで、足立区のイメージアップや地域の活性

化を図るというまちづくりの取組だというふうに

理解しています。 

  それで、各エリアの地元要望や意見の把握とい

うのが大切になるということで、先ほどからも、

やはりまちづくりに意見をどう反映していくかと

いったことが議論になっています。 

  それで、今現在マンション価格が高騰し続けて

いるということで、人件費の高騰や資材の高騰も

あるんですけれども、こういった大手デベロッパ

ーによる大規模開発による高層マンションの建設

が相次いでいると。これが、住宅が登記の対象に

なっている現実なんかがあるというふうに言われ

ています。 

  そういった中で、国では、都市再生特別措置法

の改正で容積率の大幅緩和がされたり、緩和によ

って床面積が増えて、大手デベロッパーの巨額の

利益が更に得られるようになったといったことが

あります。そして、事業者が考えた計画が、行政

の、要するに、住民の声が反映されずにそのまま

その計画が反映されるというふうに、今なりつつ

あるということが進められていると。ほとんど規

制が効いていない状況。せめて足立区においては、

そういった反対意見も含め、反映できる議論がで

きるものに、都市計画審議会が機能するようにし

た方がいいのではないかと思うんですけれども、

その辺ではどう考えていますか。 

○都市建設部長 山中委員の御質問の趣旨は、いわ
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ゆる無秩序な再開発といいますか、開発をするべ

きではなくて、それを都市計画審議会で建議すべ

きというそういう御質問のように受け止められた

のですが、基本的に物事、いわゆる事業を組成す

るに当たっては、当然各デベロッパーも、都市計

画はじめ法規制の下で行っているものであります。

それが逸脱するということであれば、それは審議

の対象になるかと思いますが、一定のルール下で

やるものについて、それを都市計画審議会で審議

するというのは、ちょっと状況とは違うのかなと

私は思います。 

○山中ちえ子委員 すみません、ちょっと質問が分

からなかったのかもしれないんですけれども、そ

うではなくて、例えば竹の塚の中央地区地区計画

の変更の都市計画審議会の議論のところでも、意

見募集の中で、４２件の反対意見が出たのに、そ

れが一つも触れられなかったわけですね。だから、

そういったことがなしで、異議なしというふうに

通ってしまうわけです。そういったことを言って

いるんですね。 

  先ほども議論があったように、例えば大川端で

は、牛田・京成関屋の駅まちづくりというのが、

結局大きく求められているのにこれが軽視されて、

こっちの再開発、大川端の再開発の方に税の投入

が優先されていってしまうということになりかね

ないというふうに思うんですね。 

  つまり、意見をどれだけ事業に反映させていけ

るかというのは行政の手腕に懸かっていると思う

のです。その点を聞いているのです。 

  ですので、都市計画審議会について、その任命

責任というところも問われると思うんですけれど

も、そういうことですね。 

○まちづくり課長 ただいま山中委員の方から、竹

の塚第五公園、地区計画の変更についての御意見

がございましたので、私の方からその点について。 

  意見書を頂いて、四十数件頂きました。それに

つきましては、区の方の考え方をお示しをさせて

いただいた上で、審議会で議決をいただいたとい

うところで認識してございます。 

○山中ちえ子委員 足立区の方としては、反対意見

を出したということで単に問題はないということ

ですが、それが議論されていなかったことに、や

はり不自然な状況だなというふうに私は思います。 

  もう一つは、こういった中で、区ができる、区

民を守る防波堤となるといったところでは、マン

ション購入が登記目的になっているということで

は、これは足立区独自での施策でも何でもなくて、

国や東京都が東京にお金を呼び込むということで、

外国人投資家などが入りやすいようにするとか、

そういったことでの流れなんだと思うんですけれ

ども、このエリアデザインを考える点で、やっぱ

り都市開発に対して規制を強める法改正が我が党

は必要だなというふうに思っているわけですけれ

ども、この登記目的の転売規制ということでは、

足立区としてこの間やったことがあるのか、それ

はどういうふうにできるというふうに仕組みづく

りとしては考えているのか。 

○都市建設部長 当委員会の議論と少しかけ離れた

ところの御質問だと思うのですが、登記目的につ

いて、自治体がどうこうするという立場にもあり

ませんし、ここでお答えすることは差し控えと思

います。 

○山中ちえ子委員 エリアデザインの考え方では、

地元要望、意見の把握とともに、民間事業者によ

る開発、それから周辺環境の動向にも注視しなく

てはいけないというものです。ですので、開発事

業者の計画どおりにいくということではないとい

うことで、区の果たす役割はそういったところに

あるのだということを今お話ししたんですけれど

も。 

  かつて、綾瀬の勤労福祉センターの高層建物が

できたときに、入居者の条件を、やはり登記目的

ではない、住居目的に規制したということがあっ

たというふうに聞いているんですけれども、その
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点ではどうですか。今、綾瀬のマンション計画の

中で、購入された方々のほとんどが登記目的だと

いうことも、私聞いています。まちのコミュニテ

ィーをつくるということでは、このエリアデザイ

ンの中でしっかり重視していくべきだと思うんで

すけれども、そういった、かつてやった勤労福祉

会館の高層建物の入居条件を少し工夫した、要す

るに、住居として購入する人に条件を絞ったとい

うふうに聞いているんですけれども、そのことが

生かしていけているのですか。 

○副区長 たしか記憶ではそういったような形を取

ったかなというふうに記憶しています。 

  ただ、今、国の方も、投資目的のマンションの

販売については規制を掛けようという動きがあり

ますので、足立区独自でするということもなかな

かできないものですから、そういった動向を私ど

ももちょっと確認したいと思います。 

  それと１点、都市計画審議会で全く議論がなさ

れてないというような御意見でしたけれども、私

どもしっかりと、学識あるいは議会の代表、それ

から地元の公募の方など、選定に当たっては非常

に慎重に行っておりますし、私ども、その委員の

方にはしっかりと議論いただいて決議されている

ものと思いますので、そこだけは十分に御理解い

ただきたいと思います。 

○山中ちえ子委員 もちろん、そこにはいろいろな

努力があったり、選定にも配慮があったのだと思

うんですけれども、やっぱりこういった国や東京

都が開発業者のとおりに計画が進んでしまうとい

う中で、区ができるだけの努力をした方がいいと

いったことで、いろいろな提案をしたところです。 

  また引き続き、頑張っていきたいと思います。 

○小林ともよ委員長 その他、質疑ございますか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○小林ともよ委員長 質疑なしと認めます。 

  委員長から委員の皆様に申し上げます。 

  昨年６月５日付の本特別委員会の中間報告書の

提出から約１年が経過いたします。つきましては、

本日の委員会で一区切りとし、議長宛てに調査報

告書を提出いたしたいと思います。 

  なお、調査報告書の内容については、正副委員

長に御一任いただきたいと思いますので、御了承

願います。 

  以上で、エリアデザイン調査特別委員会を閉会

いたします。 

午後３時０６分閉会 


